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　会報第１６号の発行にあたりごあいさつさせていただきます。
　同窓会の活動に対して、同窓生のみなさまのご支援ご協力に心より感謝申し上げます。
　ようやくコロナ禍の影響もほぼなくなり、すべてがリニューアルした母校が新出発いたしました。
校庭や外構工事がすべて終わったタイミングで、同窓会としてドローンを飛ばし、生まれ変わった
母校を俯瞰的にも記録にとどめました。
　これまで、改築前に、旧校舎など当時の面影をビフォーとしてを記録にとどめる為、ドローン撮影し、その後新校舎完
成のタイミングで再度撮影し、アフターとして記録しました。今回は、すべてを終えた全容を残せるように、ドローン撮
影を行なったものです。（本会報でも紹介しています）
 　本年は、２年に一度の総会を令和６年６月１５日に開催いたします。完全リニューアルした（良い意味で全く別の学校の
ようです）母校にぜひ足を運んでいただきたく、新校舎や校庭など、「まるごと永山」見学会も行う予定です。寄贈した周
年の記念陶板も、国旗などの掲揚ポールの前に設置されています。総会・見学会で皆さまにお目にかかれることを楽しみ
にしております。
 　私たち同窓会は、１９７５（昭和５０）年、１期生の卒業と共にスタートし、活動を休止期間を経て、今年で４９年目を迎え、
卒業生は１６，０００人を超えています。創立３０周年を機に活動を再開した同窓会は、同じ学び舎で青春時代を過ごし
た仲間との絆を深め、後輩を支援するための活動に取り組んでいます。
　また同窓会は、ＰＴＡ、ＰＴＡＯＢ会とともに「永山高校後援会」をつくり今年で１８年目。これからも力を合わせ新た
な５０年へ、地域に根差してさらに飛躍する母校・そして在校生を応援していきます。
　末永く母校そして同窓会が続いていけるよう、役員全員で心を合わせて運営にあたらせていただきます。行き届かない
点もあると思いますが、同窓生のみなさまには、今後とも格別のご理解・ご協力を心よりお願いいたします。

装いも新たに次の10年へ前進を！
会長【３期生】　奈良﨑　久和

同窓会の皆様に感謝しています
校長　平栁　伸幸
　同窓会長の奈良﨑久和様をはじめ、同窓会の皆様には、日頃から本校の教育活動に御理解と御支
援を賜り、誠にありがとうございます。
　はじめに、令和元年１１月５日（火）から開始された新校舎建設工事も令和５年１１月２４日（金）
に行われたグラウンドの引き渡しをもちまして全て終了いたしました。五年間という長きにわたる
工事期間中には、同窓会の皆様に「ドローンによる新校舎撮影」をはじめ様々な場面でお世話になりました。特に創立５
０周年記念として作成していただいた旧校舎の陶板写真は掲揚塔前に設置（令和５年４月１１日（火））され、旧校舎にお
いて卒業生の皆様が培ってきた歴史を後輩たちに受け継ぐ素晴らしいモニュメントとなりました。設置場所や設置方法に
ついて同窓会役員の皆様と検討を重ねた日々は私にとっても良き思い出となりました。
　さて、私は「部活動の活性化」、「地域貢献活動の推進」、「探究活動の充実」を学校経営計画の３本柱として掲げています。「部
活動の活性化」については、新しくなったグラウンドや体育館、ハンドボールコートなど部活動を行う上で、他の都立高
校以上に恵まれた環境が整いました。現在、部活動加入率は５割前後となり、以前のように吹奏楽部や硬式野球部など永
山高校で部活動をやりたいという強い目的意識をもって入学してくる生徒が少なくなりました。今後は中学生対象の体験
入部や近隣中学校との合同練習など、中学生へのＰＲに力を入れ、部活動加入率７０％を目指します。「地域貢献活動の推
進」については、「人生１００年時代」に向けて高齢者から若者まで、全ての人が元気に活躍し続けられる社会、安心して
暮らすことのできる社会をつくることが重要な課題と言われています。生徒たちには地域社会に貢献できる大人へと成長
してもらいたいと考えています。本校は多摩市内唯一の都立高校として多摩市をはじめ、市内の関係機関と連携した活動
を通して、地域貢献の意義や大切さを学んでいます。令和５年度は、多摩市平和展における戦争に関する絵本の読み聞かせや、
多摩稲城防犯協会と連携した演劇部の寸劇、多摩市中学校ＰＴＡ連合会と連携して実施した本校での進学説明会をはじめ、
新たな連携活動にも取り組みました。生徒たちが地域に貢献することで、多くの市民から喜ばれる体験は継続することが
大切です。これからも多くの生徒たちが地域貢献活動に関わる校内体制を構築していきます。「探究活動の充実」については、
３年間の学習活動を通して基礎学力の定着を図るとともに、自らが課題を発見し、その課題解決に向けて主体的に取り組
むことのできる能力を身に付けさせ、その能力を地域社会に役立ててもらいたい。
　私がこのような考えに至ったのも同窓会の皆様との会話の中から多くのヒントをいただきました。この場をお借りして
改めて御礼を申し上げます。そして、これからも同窓会の皆様から様々なことを学ばせてもらいたいと思っています。
　結びに、今後とも本校の良き応援団として生徒たちへの御支援と御協力を賜りますようお願い申し上げるとともに、同
窓会のますますの御発展と同窓会の皆様の御健康をお祈り申し上げます。



　令和５年４月に原田柊太副校長の後任として着任しました山川卓と申します。どうぞよろしくお
願い申し上げます。
　同窓会の皆様には、日頃から本校の教育活動に御理解と御支援を賜り、誠にありがとうございます。
　さて、私の名前を聞いて「あれ？」と思われた同窓生の方もいらっしゃるのではないでしょうか。私は、約２０年前に
永山高校に保健体育の教員として勤務しておりました。３１期生の担任でもあります。私自身、このようなことがあるの
かという思いで４月に着任いたしました。もちろん当時は旧校舎でしたので、５階建ての校舎と離れの体育館、教官室か
らは遠いグラウンドなど敷地内を隅から隅まで移動する毎日でした。吹奏楽部をはじめ、野球部、サッカー部、水泳部、
そしてバスケットボール部を中心に部活動が活発に行われていました。私は、男子バスケットボール部の顧問として充実
した日々を送ることができました。エネルギーのある生徒が多く、学校行事も盛り上がりを見せていました。体育祭では、
男女ともに騎馬戦も行われていました。私にとっては、初めての全日制高校でもありましたので、永山高校はとても思い
出深い学校になります。その後も、永山高校でお世話になった先生方との御縁により勤務した学校がありますし、とにか
く私にとって特別な学校になります。何より、今現在永山高校に勤務していることが、御縁以外考えられません。４月６
日の着任式で、着任者を代表し御挨拶させていただきました。「は～る～よみがえる～た～ま～のおか～・・・」マイクを
握り思わず歌ってしまいました。
　現在の永山高校は新校舎となり、１１月にはグラウンド工事が終わり完全にリニューアルされた永山高校となりました。
旧校舎が建っていた場所は「永高プラザ」と呼ばれ、正門から新校舎まで開放感のある場所になっています。２回目の永
山高校ですが、新鮮な気持ちで勤務できる環境があります。学校生活では、グラウンドでの授業や部活動が復活し、さま
ざまな期待が膨らんできますが、課題も多くあります。その一つが部活動です。活動している部活動は多くありますが、
活動している人数が多くありません。新しい充実した施設があるのに、とても残念に思います。部活動の活性化は大きな
テーマとなっておりますので、私も力を注いでまいりたいと思います。
　永山高校への御縁と使命を感じ、生徒の成長及び進路実現、そして永山高校の発展に尽力してまいりますので、本校へ
の御支援をよろしくお願い申し上げます。

着任の御挨拶
副校長　山川　卓

１組　   塚田 　亜梨紗　錦織 　捺葵

２組　   中川 　朝日　　 野田 　北斗

３組　   春田 　あいな　籾山　 魁

４組　   今別府　 瑞　　峰岸　 葵

５組　 　原口 　侑也　　 山本　 彩月

６組　 　倉澤 　ひなた　山岡　 卓海

７組　 　安岐 　悠汰　　川端　 凜

同窓会連絡係
５０期卒業生（令和３年度入学生）



4月　第52回入学式 11月　2学年修学旅行5月　遠足風景

9月　永高祭 一人1台端末授業
　

新
型
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ロ
ナ
ウ
イ
ル
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感
染
症
が
５
類
に
移
行
し
、
学
校
の
教
育
活
動
も
コ
ロ
ナ
前
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
制
限
が
少
な
い
中
で
の
学
校
生
活
に
な
り
、
生
徒
の
活
動
が
よ
り
活
発
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

11
月
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
工
事
が
終
わ
り
、
永
山
高
校
は
完
全
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。
体
育
の
授
業
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活
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グ
ラ
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徒
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様
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外
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見
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な
り
ま
し
た
。
体
育

祭
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、
残
念
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が
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陸
上
競
技
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借
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催
と
な
り
ま
し
た
が
、
保
護
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の
方
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も
お
越
し
い
た
だ
き
、

時
間
の
関
係
で
種
目
数
の
制
限
が
あ
る
中
、
生
徒
が
躍
動
す
る
素
晴
ら
し
い
体
育
祭
に
な
り
ま
し
た
。
永
高
祭
は
、

企
画
に
一
部
制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、
夏
休
み
か
ら
取
り
組
む
ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
保
護
者
を
中
心
と
し
た

限
定
し
た
公
開
と
な
り
ま
し
た
が
、
３
学
年
の
ク
ラ
ス
演
劇
を
は
じ
め
、
ク
ラ
ス
や
部
活
動
で
持
ち
味
を
発
揮
し

盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
部
活
動
で
も
、
活
動
の
成
果
が
感
じ
ら
れ
る
部
活
動
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
よ
り

活
性
化
が
図
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
生
徒
の
更
な
る
活
躍
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
部
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川
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大
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優
勝　
　

最
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選
手
賞　

東
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林　

黎
央

東
京
都
東
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対
抗
選
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大
会
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手
選
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林 

黎
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、
足
立 

天
馬
）

　

女
子
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フ
ト
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第
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東
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体
予
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出
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第
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回
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人
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選
手
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決
勝
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出

　

美
術
部

第
34
回
中
央
展
（
東
京
都
高
等
学
校
文
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美
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・
工
芸
部
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央
大
会
）
に
参
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写
真
部
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真
甲
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園 

東
京
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ッ
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決
勝
進
出
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道
部
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京
都
高
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学
校
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連
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中
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大
会 
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の
茶
会

参
加

　

書
道
部

”江
戸“ 

書
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校
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国
際
美
術
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国
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高
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抜
書
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書
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活
動
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鼓
同
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会
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学
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連
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和
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予
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王
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合
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軒
茶
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ど
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世
田
谷
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福
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協
議
会
イ
ベ
ン
ト
演
奏



２０２３年１１月に竣工した永山高校をドローン撮影しました。
同窓会ホームページへアクセスして頂ければ視聴ができますので、ぜひ、アクセスして下さい。

(https : //nagayama-obog.com)

写真無し



第12回永山高校同窓会定期総会・新校舎見学会のご案内

新校舎見学会
日時：令和6年6月15日（土）
11：20　受付  11：45～12：45　見学会
（同窓会役員もしくは先生の先導により校舎内を見学予定）
※グラウンド内の立ち入りはご遠慮下さい、また、外周部の
朱色のアンツーカー部分については革靴・ピンヒールでの
歩行は禁止となっています。

場所：東京都立永山高等学校
定期総会及び新校舎見学会の出欠については同封の出欠席表に必要事項をご記入の上、FAXにて返信下
さい。もしくはお振込用紙内のQR コードを読み取り、アクセスの上返信を下さい。
尚、出欠のご連絡は令和６年６月４日（火）までにお願い申し上げます。
注意事項
※学校内には駐車スペースに限りがありますので車での来校はご遠慮下さい。公共交通機関での来校をお
願い申し上げます。また、体調不良の方は来校をお控え頂きますようお願い申し上げます。
注意事項にご協力をお願い申し上げます。

定期総会
日時：令和6年6月15日（土）
10：15　受付
10：30～11：00　定期総会
11：05～11：10　集合写真撮影
11：10～11：30　吹奏楽部演奏

　隔年で開催しております、同窓会定期総会を開催致します。昨年１１月にグラウンドやテニスコート、グラ
ウンド外周の工事も完了し永山高等学校が生まれ変わりました。
　定期総会を開催するとともに、新校舎見学会を再度実施致します。
　ぜひ、生まれ変わった永山高等学校を見に来てください。

広告募集 原稿大募集
17 何年経っていても、会えば無邪気でひた

すら楽しかった頃の笑顔が集まる場所へ。
「同窓会を開いたぞ！」　「クラス会で懐
かしい面々と再会です」などなど…次回
会報の原稿を募集します。思い出写真、
〇〇年後（！）写真も大歓迎！



東京都立永山高等学校は創立５０年を迎えました。
また、３年前新校舎が完成し、同窓会として創立５０年の記念と新校
舎完成をお祝いとして記念品の作成とポストカードサイズの記念品の
販売を企画致しました。

記念品は在りし日の学び舎の写真を陶板に焼き付けた物となります。
これは大塚オーミ陶業（株）様の特殊技術を使用したセラミックアー
トプレートと言います。作成イメージは上記をご参照下さい。
また、この陶板のポストカードサイズを作成、同窓会会員の皆様に販
売を致します。（縦20cm×横24cm）
購入をご希望の方は、同窓会事務局へご連絡を頂くか、定期総会当日
購入することもできます。
・販売価格12,000 円（※別途送料1,000円）
 

創立５０周年記念品作成と販売のご案内



賛助金の振込用紙です。
ご協力をお願いいたします。

創立５０周年記念品販売専用の
振込用紙です。

※記念品をコンビニで振込したい場合は
　事務局までご連絡下さい。

あなたの整理番号です。

インターネットバンキングや電
子マネーを利用したお支払い、
ご登録内容・住所未確認者・逝
去者の確認ができます。
また、定期総会・新校舎見学会
の出欠のご連絡もこちらのＱＲ
コードから可能です。

URLが変
更になり

ました。
お気に入

り登録を
されてい

る方は

ご変更を
お願いい

たします
。https:/

/nagay
ama-o

bog.co
m

アプリ決済も
ご利用できます
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